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ワーク・ライフ・バランス企業取材を終えて

小山市では毎年「ワーク・ライフ・バランス(WLB)推

進事業者」の認定事業を行っています。R5年現在98社
が認定を受けています。さまざまな業種になりますが建
設業関係が多いようです。

R5年10月8日(日)に男女共同参画フェアとして「にじ
いろおやまフェス2023」 ～多様性を認め合う新しい社
会へ～ が開催されました。その中で白鷗大の新谷由里
子教授のゼミ生による、ワーク・ライフ・バランス推進事
業者へのインタビュー調査についての発表がありました。

実際に、企業へインタビューをした、3名の大学生に、
お話を聞かせていただく機会があり、企業調査で苦労し
たことや、気づきについて、意見を聞くことができまた。

Q インタビューを実施する事業者は、どのように選定
したのでしょうか？

A 市内に所在する98認定事業者の中から17社を
抽出し、調査させていただきました。
業種・事業者の規模、またワークライフバランスの

推進に向けてどのような取組みをしているか等を勘
案し決定しました。

Q いつ頃から、何人くらいで活動されましたか？

A 夏休み期間を利用して、1事業者当たり2～3名で
訪問しました。活動するメンバーのスケジュール調整
をしながらのアポとりなどが大変でした。

Q 今回の調査で各事業者の取組について調べた感
想は？

A 規模や業種の異なる事業者の福利厚生等につ
いて、より深く理解することができました。市内に所
在する企業の取組については詳しくありませんでし
たが、多種多様な支援策があり、どんな人でも働き
やすい環境が整っていると感じました。
また、大手の企業だとあまり地域の人々と関わり
がないイメージがありましたが、見学会や企画など
を通して多くの人々をはじめ、地域と密接に関わっ
ていることがうかがえました。

Q 当日の発表はどうでしたか？

A 初めてのことでもあり、かなり緊張しました。取材
に 協力していただいた事業者の方々も来場され、
補足してもらえたので助かりました。
観客の皆さんも、真剣に聞いて下さっているのが分
かり、良かったです。

新谷教授を交え、楽しく話を聞くことが出来ました。
各事業者のWLBの取組は市民にはなかなか見えづら
いところがありましたが、今回の大学生の活躍によって知
ることが出来ました。限られた時間内での活動はとても
大変だったと思います。インタビューした3人の大学生は
たくましく、頼もしく見えました。社会に出ても、男女共同
参画の目線で活躍されることを切に願っております。
忙しい中、新谷由里子教授そして3人の学生さんに改

めてお礼申し上げます。


